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市
議
会
議
長
に
尾
形
氏
、

副
議
長
に
　
原
氏
が
就
任

　
５
月
８
日
、
尾
形
勝
通
氏（
68

歳
）が
議
長
に
、　
原
勇
喜
氏（
74

歳
）が
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
議
会
事
務
局
☎（
22
）１
１
７
０

副
市
長
に
三
塚
氏
が
就
任

　
５
月
18
日
、
三
塚
満
氏（
58

歳
）が
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

【
略
歴
】昭
和
61
年
旧
築
館
町
役
場

入
庁
。
合
併
後
は
、
総
務
部
次
長
、

建
設
部
長
、
教
育
部
長
、
総
務
部

長
を
歴
任
。

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

令
和
７
年
第
５
回

栗
原
市
議
会
定
例
会

　
次
の
と
お
り
、
議
会
定
例
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
程
・
内
容

□
６
月
10
日（
火
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
17
日（
火
）〜
19
日（
木
）本
会

議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
20
日（
金
）本
会
議
　
一
般
質

問（
個
人
質
問
）、
議
案
の
総

括
質
疑
な
ど

□
23
日（
月
） 各
常
任
委
員
会
・

分
科
会
　
付
託
議
案
審
査

□
24
日（
火
）本
会
議
　
各
常
任

委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
な
ど

※

土
・
日
曜
日
は
休
会

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※

６
月
20
日（
金
）は
、
午
前
11
時
開
会

※

６
月
24
日（
火
）は
、
午
後
１
時
30
分

　
開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
25
席

※

車
い
す
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
本
定
例

会
で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、

紹
介
す
る
陳
情
は
、
６
月
19
日

　（
木
）正
午
ま
で
に
議
会
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
本
会
議
中
継
は
、
本
庁
舎
お
よ

び
各
総
合
支
所
の
テ
レ
ビ
で
視
聴

で
き
る
他
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
議
会
情
報
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

　
議
会
事
務
局

☎（
22
）１
１
７
０

黙
と
う
の
お
願
い

　
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
か
ら
17
年
を
迎
え
る
６
月
14
日
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
た
め
、
黙
と
う
を

行
い
ま
す
。

　
新
山
館
跡（
新
井
山
館
跡
、
若

柳
城
跡
）は
、
若
柳
地
区
川
南
に

あ
る
中
近
世
の
城
館
跡
で
す
。
延

宝
年
間（
1
6
7
3
〜
1
6
8
1

年
）に
仙
台
藩
が
領
内
の
旧
城
に

つ
い
て
ま
と
め
た「
仙
台
領
古
城

書
上
」で
は「
若
柳
城
」と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
迫
川
に
沿
っ
て
東
西
に
延
び
る

標
高
約
39
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
に
あ

る
こ
の
城
館
跡
は
、
北
側
は
迫
川

を
背
に
し
、
南
面
は
切
り
立
っ
た

断
崖
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

仙
台
藩
の
史
官
・
画
工
を
勤
め
た

佐
久
間
義
和（
洞
巌
）や
、
仙
台
藩

の
儒
学
者
で
あ
っ
た
田
辺
希
文
が

完
成
さ
せ
た
各
種
地
誌
で
は「
新

山
古
舘
」と
し
て
紹
介
さ
れ
、
こ

の
山
が
一
夜
に
し
て
で
き
た
た
め

「
新
山
」と
名
付
け
ら
れ
た
と
の
説

明
や
、
源
義
家
が
前
九
年
の
役
の

際
に
陣
を
立
て
た
場
所
で
あ
る
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
新
山
館
の
城
主
に
つ
い
て
は
、

天
正
７
年（
1
5
7
9
年
）に
、
大

崎
氏
と
の
国
境
戦
に
備
え
て
、
葛

西
氏
の
臣
下
で
あ
る
畠
山
氏
が
移

り
住
み
、
そ
の
嫡
男
が
跡
を
継
い

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

葛
西
氏
の
分
家
で
あ
る
寺
崎
氏
が
、

大
崎
氏
に
対
抗
す
る
た
め
、
家
臣

で
あ
る
千
葉
氏
を
磐
井
郡
峠
村
北

館
か
ら
新
山
館
に
移
し
て
守
備
を

任
せ
た
と
さ
れ
、
こ
の
城
館
が
葛

西
氏
と
大
崎
氏
の
争
い
に
お
い
て
、

大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　
頂
上
部
分
は
後
世
の
開
発
に
よっ

て
当
時
の
面
影
を
失
っ
て
い
ま
す

が
、
数
々
の
伝
承
と
周
辺
の
数
多

く
の
城
館
跡
が
、
こ
の
地
が
長
く

合
戦
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

　
当
日
は
合
図
と
し
て
、防
災
行
政

無
線
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
14
日（
土
）

　
午
前
８
時
43
分
か
ら
30
秒
間

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

市
民
自
主
避
難
訓
練

　
平
成
20
年
６
月
14
日
に
発
生
し

た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
記
憶

を
後
世
に
伝
え
、
今
後
起
こ
り
う

る
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
、
市

で
は
、
６
月
14
日
を「
栗
原
市
防

災
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
防
災
意
識
の
向
上
と
避
難
経
路

の
確
認
を
目
的
に
、
市
民
自
主
避

難
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
15
日（
日
）

　
午
前
８
時
43
分

※

当
日
は
、
午
前
８
時
43
分
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●
訓
練
内
容

　
　
サ
イ
レ
ン
の
後
に
防
災
行
政

無
線
で
訓
練
の
開
始
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

そ
の
場
に
し
ゃ
が
む
、
物
に
つ

か
ま
る
な
ど
各
自
で
避
難
行
動

を
取
り
、
身
の
安
全
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は
、
避

難
経
路
を
確
認
し
な
が
ら
、
避

難
場
所
へ
移
動
す
る
訓
練
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

土
砂
災
害
防
止
月
間

　
６
月
は
、
土
砂
災
害
が
多
い
時

期
で
す
。
次
の
情
報
な
ど
を
活
用

し
、
家
族
や
地
域
で
の
自
主
的
な

防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
県
土
木
部
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
県
内
の
河
川
・
砂
防
の
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開

●
県
砂
防
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
危
険
箇
所
の
土
砂
災
害
発
生

関
連
情
報
を
提
供

●
県
河
川
流
域
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
県
内
の
雨
量
や
河
川
の
水
位
、

ダ
ム
の
各
種
情
報
を
提
供
し
、

警
報
や
警
戒
態
勢
情
報
を
伝
達

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

男
女
共
同
参
画
週
間

　
６
月
23
日（
月
）か
ら
29
日（
日
）

は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　
誰
も
が
、
職
場
や
学
校
、
地
域
、

家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
最
大
限
発
揮
で
き
る
社
会
の
実

現
に
は
、
一
人
一
人
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

農
業
者
年
金
現
況
届

　
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
年
金
を
引
き
続
き
受
給
で

き
る
か
確
認
す
る
た
め
、
現
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、

11
月
の
定
期
支
払
か
ら
差
し
止
め

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法
　
農
業
者
年
金
基
金

か
ら
郵
送
さ
れ
た
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
30
日

　（
月
）ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

経
営
移
譲
年
金
、
特
例
付
加
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
農
地
の
返
還

や
取
得
な
ど
で
、
農
地
経
営
を
再
開

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
42
）１
２
３
９

下
水
道
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
へ

　
調
理
後
の
廃
油
を
下
水
道
管
へ

多
量
に
流
す
と
、
管
内
で
固
ま
っ

て
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
油

脂
は
新
聞
紙
に
吸
収
さ
せ
る
か
、

処
理
袋
や
処
理
剤
を
利
用
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
食
店
や
油
を
多
く
使
用
す
る

事
業
者
は
、
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

な
ど
の
阻
集
器
を
定
期
的
に
点
検
、

清
掃
し
、
油
脂
が
流
れ
出
な
い
よ

う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
は
絶
対

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

揚
水
機
場
の
電
気
料
金

を
補
助

　
農
業
用
水
の
た
め
揚
水
機
場
の

運
転
に
使
用
し
た
電
気
料
金
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
　
２
戸
以
上
の
農
家
で
組

　
織
す
る
団
体（
水
利
組
合
な
ど
）

※

個
人
や
土
地
改
良
区
、
市
管
理
の
も

の
は
除
き
ま
す
。

●
補
助
率
　
４
月
か
ら
９
月
ま
で

の
電
気
料
金
の
総
額
が
２
万
円

以
上
の
場
合
、
21
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
35
パ
ー
セ
ン
ト
を
補
助

●
申
込
期
限
　
10
月
31
日（
金
）

●
申
し
込
み
　
各
総
合
支
所
に
備

え
付
け
の
申
請
書
　
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

栗
原
市
二
十
歳
を
祝
う
会

　
20
歳
を
迎
え
た
青
年
を
祝
い
励

ま
す
た
め
、
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　
令
和
８
年
１
月
11
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜

●
場
所
　
若
柳
総
合
体
育
館

●
対
象
　
平
成
17
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※

案
内
状
は
11
月
中
旬
に
発
送
予
定

※

詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

種
　
　
別
　
市
指
定
記
念
物
　
史
跡

指
　定
　日
　
昭
和
49
年
４
月
１
日

所
　在
　地
　
若
柳
字
川
南
上
堤

新
山
館
跡

238 市
内
の
文
化
財
散
策

に
い

　や
ま

　た
て

　あ
と

▲現在は木々に覆われている新山館跡（写真奥）

議会中継

県土木部総合
情報システム

県砂防総合
情報システム

県河川流域
情報システム
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▲尾形　勝通　議長▲三塚　満　副市長

▲前回の式典の様子

▲　原　勇喜　副議長
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